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執 筆 要 綱 
 
執筆にあたり、次のように書き方や体裁を統一することとする。 

１．【テーマ名称】テーマ名称は、和英両方を併記する。 

２．【枚数】原稿はワード（２５文字×４９行）で作成し、特集テーマの「論文」は１２枚程度（図、表、写真などを含

む）（２段組みで６ページ）、「研究ノート」「ニューコーナー」は６～８枚程度（図・表、写真などを含む）（２段

組みで３～４ページ）とする。 

２．【文章】 文章は、A4 判（縦）に横書きとし、特に必要な場合以外は、当（常）用漢字、新仮名遣いを用いる。 

３．【書体】 全角文字で入力する。イタリック体、ゴシック体、上付き、下付きは、ワープロでそのように入力するか、

プリントした原稿に赤字で指示する。 

４．【欧文】 半角文字で入力する。著書名、雑誌名などイタリックの指定は、アンダーラインを朱書きする。欧文の略

称は全角文字で入力する。 

５．【数字】 数字は、アラビア数字を使用し、半角文字（3 桁区切り）で入力する。成語、慣用語、概数などには漢字

を用いる。例）第一に、十数種類など、 

６．【数式】 筆者の指定によるが、複雑な数式の場合は、入力上の注意書きを朱書きする。 

７．【数表】 表には必ずその説明文（タイトル）を『表』の上に記載する。表は１表ごとに別紙に書き、表１、表２と

通し番号をつけ、本文中にこの表の入る箇所を「表１入る」などと朱書する。 

表に入れる数値は、アラビア数字を使用し、位いどりは３桁区切りとして、単位をつける。 

８．【図表】 図には必ずその説明文（タイトル）を『図』の下に記載する。図には図１、図２ と通し番号をつけ、数表

の場合と同様、挿入箇所を本文中に「図１入る」などと朱書で指示する。 

９．【見出し】 原則として、第一段の区分は、１．、２．、３．、その内訳である第二段は、１．１、１．２、１．３、

第三段は(1)、（2）、（3）とする。以下の詳細の区分法は、著者の判断による。 

10．【参考文献】 参考文献は、本文中に1）、2）のように通し番号を関連する記述の末尾に上付き文字で記載し、その

内容は論文末尾にまとめて通し番号順に記載する。 

11． 【注意書き】 「内容補足的な注」、「参照指示の注」、「出所に関する注」などは区別せず、本文中に（注1）、

（注2）と通し番号をつけて文章中に上付き文字で記載し、注記の内容は注 釈とし、論文の末尾にまとめて通し番号

順に記載する。 

12．【原稿作成】 原稿は、ワードにて作成する。作成した図、表はパワーポイントやエクセルにて作成する。 

13．【著作権】投稿論文等の著作権は、著作者に帰属する。ただし、投稿された時点から本学会の活動の目的

のために著作物の全部または一部を著作権法第30条の範囲内で利用する場合には、著作者自身の許諾を必要

としない。 

 

 

 

日本開発工学会 事務局 

〒160-0022 東京都新宿区新宿 5－9－20 マイエイム渡辺ビル 208 

e-mail:office@jpmot.org       http://www.jpmot.org 

 TEL03-3350-8961          FAX03-3350-9102 

 

mailto:e-mail:office@jpmot.org
http://www.jpmot.org

